
（概要版） まとまりのある英文で
自分の意見や考えを書く能力の育成

―中学校でイメージマップと学習支援シートの活用を通して―

長期研修Ⅱ研修員 細谷 裕之

英語科の課題として 「書くこと」の現状は…

★

※４領域とは「聞くこと」「話すこと」「読むこと」「書くこと」

「書くこと」についての生徒の実態

原因は？

そこで

指導の工夫を研究しました！

現学習指導要領から新学習指導要領への主な改善事項として…「自分の考えや気

持ちなどが読み手に正しく伝わるように、文と文とのつながりなどに注意して文

章を書くこと」と明記される

全国（Ｈ１９ 中教審のまとめから）

◆語彙や文構造を十分に活用できていない

◆内容的に一貫した文章が書けていない

群馬県（Ｈ１８ 学力診断テストの結果から）

◆「書いて表現する能力」の正答率が低い

◆自分の考えや気持ちをまとまりのある文章にできていない

協力校（Ｈ２０ ＣＲＴ学力検査の結果から）

◆「書くこと」の得点率が６割にとどまる（「聞くこと」「話す

こと」は８割、「読むこと」は７割）

◆伝えたい内容を考え、正しく書くという項目の到達度が低い

４領域の中で「書くこと」の到達度が低いという実態

・伝えたい意見や考えが少ない

・まとまりのある文の文章構成を知らない

・既習の英語表現を十分に活用できていない

・相手に伝える文になっていない

○ 生徒に書かせる前に考える時間を十分に与えていなかった
○ 英語の文章構成の提示が十分ではなかった

○ 英語に直す前段階で日本語を吟味させていなかった

○ 書いたことを相手に伝えるという視点を意識させなかった

◎ イメージマップで書こうとするテーマについて考えを

引き出す

◎ 学習支援シートを作成して、段階的に書く力を高める



学 習 活 動 の 流 れ
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日本語でアウト
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英語で下書きを書く 書き直す

チェック
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シート
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マップ

まとまりのある英文で意見文を作成する４つの手立て

春を選んだグループ

夏を選んだグループ

1 中学生にとって昼食は弁当と給食、どちらがよいか。

2 「小学生は携帯電話を持ってもよい」この意見に賛成か反対か？

3 映画を見るなら家と映画館、どちらがよいか.

4 「若者は都会に住んだほうがよい」 この意見に賛成か反対か？

１ ２ ３ ４

１

Which season do you like the best ?
「あなたはどの季節が一番好きですか」

◎ 他 の 生 徒 の 多 様 な 考 え を 知 り 、 思 考 を 広 げ る こ と が で き ま し た ！

提 示 し た ４ つ の テ ー マ

生 徒 が 書 い た 日 本 語 の 支 持 文 の 例

３

２

４

１ 自分の意見や考えが正しく
伝わるかどうかをお互い
にチェックする。

・ ワークシートを交換し、
お互いに原稿を読み合い
改善点を見つける。

２ 自分の書いた英文を書き直す。
・友達が指摘した改善点を

基にする。

書 き 直 す 段 階

１ 支持文を「英語に直しやす
い日本語にする」という
視点で書き直す。

・日本語変換シートを参考
にする。

・書き直した日本語の支持
文を教師に見せる。

２ 書き直した日本語の支持文
を英語に直して書く。

・表現シートや単語シートを
活用し、英語で書く。

英 語 で 下 書 き を 書 く 段 階

１ イメージマップ活動を行う。
・自分が選んだ意見（好きな

季節）に対する理由を付箋
紙に書き出す。

２ 考えを分類・整理する。
・分類・整理した考えを３つ
選び、グループで理由を表す
文を日本語で３つ作る。

考 え を 引 き 出 す 段 階

１ 英語の意見文の文章構成を
理解する。

・主題文・支持文・結論文
から成る三段構成に気付く。

２ 各自がテーマを決め、最初に
主題文を英語で書く。

・与えられた４つのテーマから
１つを選んで書く。

３ 結論文を英語で書く。
・つなぎ言葉を使い、主題文を
繰り返して書く

４ 支持文を日本語で書く 。
・イメージマップ活動を再び行い

ながら、自分の考えを書く。

日 本 語 で ア ウ ト ラ イ ン を
作成する段階

イメージマップ活動の導入

文章構成手順シートの活用

日本語変換シートの活用

英文チェックリストの活用

下線が

具体化

された

支持文

※ 下 線 は 顕 著 な 変 容

◎ 既 習 の 英 語 表 現 が 使 え る よ う 日 本 語 自 体
を 吟 味 さ せ る よ う シ ー ト を 作 成 し ま し た ！

◎ 文 章 構 成 、 文 法 、 内 容 の ３ 項 目 に 分 け 、
書 い た 英 文 を 読 み 手 の 視 点 で 書 き 直 せ る よ う
シ ー ト を 作 成 し ま し た ！

◎ 三 段 構 成 か ら 成 る 意 見 文 の 型 を 示 し て ま と ま り の あ る 英 文 の 構 成 が 理 解 で き る よ う
シ ー ト を 作 成 し ま し た ！



☆９４％の生徒が「とても」または「まあまあ」 ☆９５％の生徒が「はい」または「少し」

役に立ったと答えている。 役に立ったと答えている。

☆まとまりのある英文の構成を理解することに ☆チェックリストを基に行った学び合い活動を前

つながった様子が伺える。 向きとらえている様子が伺える。

問い合わせ先 群馬県総合教育センター

担当係：高校教育研究係 ０２７０－２６－９２１４（直通）

〈英文チェックリスト〉・みんなから「おかしい」と思うと

ころを教えてもらって、自分の苦手なところが分かった。

・友達同士でチェックし合っているとけっこう間違いが見

つかった。

・いろいろな考えが聞けておもしろかった。

・友達の文をチェックするのは難しかった。どこが間違っ

ているのか見つけるのが大変だった。

《成果》
○イメージマップは、自分の考えを引き出し、分類・整理することで思考を広げ、支持文の内容を深

めることにつながった。最初は「書くことがない」と言っていた生徒も、最後は多くの意見を出し

ていた。イメージマップ活動は、英語の学力に関わらずほぼ全員の生徒が意欲的に取り組めた。

○生徒は、学習支援シートを基に英語の意見文の構成について理解し、既習の英語を使って表現でき

るようになり、書いた英語をより良い文へと書き直すことができた。本研究において、文章構成の

１つの型を示したことで生徒の書く能力を向上させることができた。

○授業実践の約１ヶ月後に新たなテーマ文を提示し意見文を書かせたところ、書いた文の数は下の図

のような結果になった。

82％の生徒が文章構成を理解して５文以上書くことができていた。内容面においても自分の主張

を裏付ける理由や根拠を具体的に記述できた生徒が多かった。本研究の成果としてまとまりのある

英文を書く力が身に付いたと考えられる。

《課題》
○チェックリストを用いた学び合いでは、英語の学力が高い生徒とそうではない生徒とでは、指摘で

きる内容に差が出てしまう。すべての生徒が同様に、書いた英文について改善点を指摘できるよう

にリストを改良していくことが課題である。

○平成２４年度より新学習指導要領によって英語の時数が各学年で週１時間増加する。言語材料は今

までと同じであるため、今までより４領域を統合した言語活動を多く行うことができる。英語を聞

くこと話すことの言語活動に加え、今回取り上げた意見文以外にも「書いて」表現する力を高める

活動を授業に取り入れていく必要がある。
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事後調査の問題：次の質問に対して、理由を含めてあなたの考

えを英語で書いてください。文はいくつ書いてもかまいません

Which is better, sea or moutain ?
（あなたが旅行するなら）海と山どちらがいいですか

〈文章構成シート〉・意見を述べる順序が分かった。

・主題と結論では同じことを書くことが分かった。

・理由を書く時の文のつなぎ方や書き方が分かった。

・すぐに書け、と言われても混乱して書けないけど

今回のように書き方を教えてもらうと書きやすい。

日本語変換シートは役に立ちましたか
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振り返りシートから

生徒の感想から

イメージマップは自分の考えを広げる

ことに役立ちましたか
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とても まあまあ あまり いいえ

イメージマップは役に立ちましたか 日本語変換シートは役に立ちましたか




